
株式会社宇部セントラルコンサルタント 岸本 達也

事例発表①
令和3年度益田田万川道路田万川地区

地質調査業務



本日の発表内容

□ 益田・田万川道路の概要

□ 業務概要

□ 調査結果と考察

□ BIM/CIMモデル作成

□ BIM/CIMモデルの活用効果

□ 技術的な課題

□ 創意工夫



益田・田万川道路の概要

業務区間約1.5km



業務概要＠調査位置

■機械ボーリング
 ボーリング９本 総掘進長２５９ｍ
■原位置試験

 標準貫入試験 計２１５回
 孔内水平載荷試験(普通載荷) 計７回  (中圧載荷) 計６回
 乱れの少ない試料採取
・シンウォールサンプリング 計１９本 トリプルサンプリング 計３回

■室内試験土質試験 計１１１試料 室内岩石試験 計８試料
■解析等調査 １式
■BIM/CIMモデル作成 １式（弊社では初対応、当時は地盤モデル作成

 に関する社外講習がほとんどなかったため、独学やトライ＆エラーで得た
   得た結果や知識をフル活用→ソフトウェアの優位性に気づく）

調査位置図（None,Scale）



業務概要＠調査工程
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10,初回協議 16,調査実施計画協議 19,6・7号橋暫定調査データ報告（basepageでアップロード） 22,調査結果報告、コア判定 23,最終打合せ
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27,検査

：当初計画工程
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計画準備
関係者調整
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切り出し断面チェックのため、プラス測点
での２次元断面を追加作成
→工数増への対応として人員追加

・面データの範囲設定の見直し（データが想定以上に増大）
・電算処理時間の短縮検討（makejiban→ makejiban +Torend-one+Torend-Pointに変更）
・切り出し断面の補正および照査に時間を要した（人員追加）

起点側で激しいボイリング現象が生
じ日進２ｍ程度に低下
→急遽２班体制に変更

遠隔臨場による
検尺時間の短縮



業務概要＠遠隔臨場による検尺風景

残尺の確認状況

総尺の確認状況

コア確認状況

掘削完了後すぐに検尺できるため作
業時間の短縮が可能

iPadは焦点距離の調整が難しいため
狭い足場上では撮影が大変

気温３０度越えの猛暑日ではiPadが
オーバーヒートしシステムダウンする
こともある（日傘必須です）



業務概要＠情報共有システム

川田テクノシステム株式会社様の
basepageを活用

システム構成
関連工区との
データ共有

スケジュール管理と
共有も可能

各業務ごとでのデー
タ管理と共有

用途に応じて自由にフォル
ダー作成ができ情報の整
理が容易

随時データを更新すること
で発注者や設計者も最新
データをリアルタイムで確
認できる

データの更新状況
が一目でわかる



調査結果と考察＠地形概要

【背景：Google earth】

２級河川・田万川

益田・田万川道路計画

道の駅ゆとりパーク
たまがわ

山口県

島根県

標高１００～５００ｍ程度の阿武山
地がひろがり、火山地形特有の急
崖や浸食谷が多くみられる

２級河川・市味川

田万川沿いの低地は農業用地や
キャンプ場として利用されている

田万川キャンプ場

山裾の小高い地形には
住宅地が立地している



調査結果と考察＠地質概要

【出典：山口県地質図第３版（１５万分の１地質図）／２０１２年１２月】

田万川コールドロン

田万川コールドロン

【出典：山口県地質図第２版（５万分の１地質図）／１９６８年１２月】

Af：阿武層群福賀層

Gp：花崗斑岩

Su：須佐層群

Kgb：高山斑れい岩



調査結果と考察＠地盤モデル図①

トンネル区間未調査

【出典：国土地理院地図に加筆】

道路計画

花崗斑岩（Gp） 流紋岩質凝灰岩（Af）Af

低地部に段
丘堆積物

N値の低い
強風化層



調査結果と考察＠地盤モデル図②

【出典：国土地理院地図に加筆】

道路計画

段丘Ａ

段丘Ｂ

段丘C

段丘Ａ

段丘Ｂ

段丘C

・３つの段丘を想定
・破砕性コアや10L/分程度の湧水確認
・付近に断層が存在する可能性がある
・地形判読ではリニアメントは確認できない

岩着標高から段丘面を想定

流紋岩質凝灰岩（Af）

頁岩・砂岩互層（Af-Sh）

流紋岩質
凝灰角礫岩（Af-Rtb）

軟質な圧密層

液状化層



BIM/CIMモデル作成＠実施計画書



BIM/CIMモデル作成＠実施計画書
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備考
令和4年

8月 9月 11月 12月
10  20 10  20 10  20 10  20

過年度の3次元モデルに今期で得
たボーリング成果を反映

　準3次元地盤モデルの作成・更新
過年度と今期のボーリング成果を
用いて3次元モデルに反映

標準貫入試験

プレッシャーメーター試験

解析等調査

室内土質試験

「益田地区測量業務、田万川地区
測量業務」の成果を利用し作成

10月
10  20

　属性情報の付与

　地形モデルの作成

　ボーリングモデルの作成・更新

ボーリング調査

計画準備

業務内容

10  20 10  20
2月 3月 4月 5月 6月 7月

　BIM/CIMモデルの照査

　電子成果物作成

本業務における

BIM/CIMの実施工程範囲

【実施項目の内容】
・BIM/CIMモデルの作成・更新
（地形モデル：サーフェスモデルは測量成果利用）
（土質モデル：過年度と今年度成果利用）
・BIM/CIM活用効果の検討、照査、納品
【実施報告書の内容】
・成果物一覧や納品ファイル形式等の記載
・BIM/CIMモデル作成 事前協議・引継書シートの作成
・実施概要、創意工夫内容、活用効果
・基準要領に関する改善提案や技術開発提案事項（ある場合）



BIM/CIMモデル作成＠実施計画書

チェックシートの内容に基
づいてデータチャックを行う

作成データはJ-LandXML
への変換が必須

↓
オリジナルデータでの納品
は認められていません



BIM/CIMモデル作成＠使用ソフト

①Make Jibaｎ

②TOREND-ONE 

地形データと地層境界面の合
成・面データ着色・全体照査

3次元地形データの作成

③TOREND-POINT 

地層境界面の作成とXYZ座標設定

当初は①のみでデータ作成を行う予定であったが、想定以上にデータが重
く電算処理に多大な時間を要したため、地形作成と地層境界面作成を分割



BIM/CIMモデル作成＠全体モデル図

２級河川・田万川

起点

終点

コンターを入れて尾根
や谷の起伏を表現

3次元地形データと地層面の作成範
囲は道路センターから左右70m程度

道路計画のためのボーリングデータだけ
では端部付近のモデル化が難しい

国道191号線

地形データは点群
データから編集作成

道路計画は簡
素化して表現



BIM/CIMモデル作成＠起点側拡大図

２級河川・田万川

STA.NO.

ボーリングデータ

地層面は層ごとに色を変えて表現

国道191号線

円柱状図にN値グラフを付加し
データ上で地層の締まり具合を確認

ボーリングデータだけでは面
データの作成が煩雑になる



BIM/CIMモデル作成＠起点側3次元切り出し断面

２級河川・田万川

STA.NO.
ボーリングデータ

国道191号線

測点ごとに2次元断面を作成
し、3次元データから切り出し
た断面と重ね合わせて微調整

端部付近は調整用の補助点を
設定し面データを微調整

3次元断面の作成や微調整はTOREND-ONE+TOREND-POINT(測量
CAD)などを活用し品質確保や作業の効率化と精度の向上を図った

作成断面本数28



BIM/CIMモデル作成＠終点側拡大図

国道191号線

STA.NO.

ボーリングデータ

地層面は層ごとに色を変えて表現

貫入岩体を面データとして作図



BIM/CIMモデル作成＠終点側3次元切り出し断面

国道191号線

STA.NO.

ボーリングデータ

起伏が激しい山地部では2次元断面と3次元切
り出し断面との整合性を図るのが非常に難しい

平地部よりも多い補正データが必要

作成断面本数31



BIM/CIMモデル作成＠3次元切り出し断面照査

地層境界線が他の地層境
界線を突き抜けることがある

曲面設定は補助点を密に設定することで2次元
断面とのズレを最小限にとどめることができる



BIM/CIMモデル作成＠活用効果

本業務で実施したBIM/CIMモデル作成で得た経験から、次のような活用効果が期待

される。

①地質・土質に関する専門知識がなくても、目に見えない地質構造をあらゆる角度から

立体的に認識することができ、作図ミスの早期発見・地質リスクの把握・地盤モデルの

品質向上が期待できる。

②設計計画において、読図に不慣れな若手技術者でも計画構造物と地盤との整合性が容易に

確認でき、設計上のボトルネックの抽出に役立てることができる。

③任意点で断面切り出しを行うことで、簡単に2次元断面を作成でき、従来の設計用断

 面(各測点や変化点の断面)の作成が短時間で可能となり、構造検討や作図作業の

効率化や生産性の向上が期待できる。



BIM/CIMモデル作成＠技術的な課題

課題①：データ作成の目的 課題②：データチェック

課題③：データ活用時の留意点 課題④：データの互換性

・データ作成コンセプトの整理調整

・データ作成する上で考慮すべき地形地質的条件の整理

・作成範囲の決定(地形データが多くなるほど負荷増大で作業効率低下)

・使用データの整理(不足する場合はボーリング追加もあり得る)

・作成方法の決定(使用ソフト)

※これらの整理調整には、発注者や設計者との意見調整が必須である。

・地形形状の再現性の確認(標高チェックや実測横断との対比)

・断面切り出し結果と2次元断面との比較(線のズレや重複の有無)

・ボーリング位置関係の再確認

※詳細設計では細かな精度を要求されることがある。

・地質構造が複雑なほどモデルの補足説明が必要になる場合がある。

・特に断層や地すべり等がある場合はより詳細な説明が必要。

※属性付与だけでは足りないことが想定されるため、発注者や設計者

 との引き継ぎ確認が必須である。

・LandXMLに変換し再度データを読み込むとズレが生じることがある。

・同じデータを別ソフトウェアで読み込むと、さらに大きなズレが生じる。

・ソフトウェアごとに作図精度が異なるため、データの互換性の向上が
必須。

※本業務ではデータ上のズレは最大で20cmとなった。



創意工夫＠安全管理・環境管理

①安全管理

・調査車両には、連絡先等を明示した標示を見えやすい場所に置く
とともに、車輪に車止めを設置し安全確保に努めた。
・足場の悪い斜面では、安全補助ロープを設置し転倒事故を防止
した。

②環境管理

農地への出入りで使用する未舗
装道路については、作業前及び
作業完了後に轍の修繕を行い、
営農に支障がでないように十分
に配慮した。修繕を行うことで、
地元住民と良好な関係を保ち、
現地調査もトラブルなく終えるこ
とができた。



創意工夫＠コア判定の効率化

ボーリングの総掘進長は259mであり、ボーリングコアの判定作業を効
率的に行うために以下の工夫を行った。

◆ボーリングコアや柱状図は削孔区分ごとに着色するとともに、根拠資
料にも同様に着色し説明用資料として配布した。

◆調査地の地形地質状況をイメージし易いように、調査位置平面図や
推定地質断面図を大判で貼り出した。



最後に



ご清聴いただきありがとうございました
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